
 

 

 

 

 

 

 

 

世界錦鯉サミットの開催 

養殖課 参事 佐 藤 将 

世界初となる「世界錦鯉サミット」が、新潟市の

朱鷺メッセで開催（令和４年11月６日）されました。

この世界錦鯉サミットは、錦鯉を通じた経済・文化

交流のさらなる促進に向けて、「世界を魅了する錦

鯉を通じた国際親善を考える」をテーマに錦鯉発祥

の地：新潟県からその魅力を発信していこうとする

ものです。 

 
写真1：書家・下田彩水氏と園児による錦鯉アート 
 
サミットには、21か国の駐日大使等のほか、各国

錦鯉業界代表や関係国会議員などおよそ150人が参

加し、２部構成で進められました。第１部では、長

らく錦鯉の歴史や文化的な側面を研究されてきた東

京大学東洋文化研究所の菅豊教授が「泳ぐ宝石『錦

鯉』－その誕生の歴史と魅力について」と題した基

調講演を行い、続いて「錦鯉を通じた経済・文化の

交流について」をテーマにパネルディスカッション

が行われました。この中でパネラーから「デジタル

化やツーリズムへの活用」の提案などがあり、今後

の振興に向けて貴重な意見が交わされました。そし

て、実行委員会会長である花角新潟県知事から世界

錦鯉サミット「錦鯉の振興に関する新潟宣言」が述

べられました。 

第２部では国内外の関連業者や行政関係者などが

参加して、実務的な討議がなされました。まず、ア

メリカ・イギリス・オランダ・インドネシア・タイ

の代表から各国における錦鯉愛好や流通等の状況が

報告され、錦鯉文化の広がりや成長産業化の可能性

が共有されました。続いて、JAS規格をもとにした品

種の国際基準化の提案や販売錦鯉の証明システムの

紹介があり、また世界各地でも行われている錦鯉品

評会で活用するため標準的な錦鯉の評価方法の提案

とオンライン上で誰でも楽しめるAIによる品評会シ

ステムが紹介されました。このうち品種の定義には

JAS規格（主要21品種区分）の制定から当場も関わっ

ており、140種類の整理ができたことは意義があった

と考えています。 

そして、このサミット開催に合わせ、当場で開発

している黄色系の新品種を新潟県錦鯉品評会の会場

とサミット会場にて展示しました（写真２）。これ

まで白地に黄色模様の「黄白（きじろ）」を本紙で

も紹介してきたところですが、この黄白に墨（黒模

様）を加えた「黄三色（きさんしょく：仮称）」「黄

昭和（きしょうわ：仮称）」を作出いたしました。

まだ改良の余地はありますが、新潟県の多品種生産

の一つとして活用されることを願っております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２：サミット会場に展示された黄色系新品種 
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内水面の漁業権切替え前に考えること 

資源課 専門研究員 山 口 裕 昭 

現在、免許されている内水面の漁業権は、令和５年12

月31日をもって満了します。新たな漁業権への切替えに

あたり、県では、増殖指針を定めることとしています。

増殖指針は、水産動植物の種類、増殖方法、増殖規模等

が内容となっており、漁業権免許の際の基準として公表

されます。 
 

〇増殖方法について 
漁業権の切替えに当たって、国は知事あてに通知（技

術的助言）を発出しています。 

今回の通知では増殖方法として、「卵の放流」が新設

されました。また、「稚魚放流に偏重することなく」、

「目標増殖量等を、増殖行為にかける金額に置き換えて

示すことも」との記述も新たに加えられました。 

現在、新潟県内で行われている増殖方法は、稚魚放流

が主体です。しかし、現在の遊漁者は、特に渓流魚につ

いては、より野性味の強い魚や、天然魚（野生魚）の増

殖を求める傾向にあります。その意向に沿った増殖方法

として、卵の放流、産卵床・産卵場の造成を行うことが

考えられます。 

 

〇増殖指針に加えるべきもの 

これまで卵の放流については、ワカサギの発眼卵放流

（人工ふ化放流）に限られていました。これからは、ヤ

マメなどにも稚魚放流のほかに発眼卵放流を加えていく

べきものと考えています。 

・発眼卵放流のメリット 

① 稚魚や成魚に比べて卵の値段は安いので、少ないお

金でたくさんの卵を放流できる(卵 1 粒の値段は、

2gサイズの稚魚１尾の1/10～1/5)。 

② 卵は湿らせた布などで包めば、1 日くらいは生きた

まま運べるので、稚魚や成魚に比べて車が行けない

ような山奥の川にも放流できる。 

③ 卵の段階から川で生活しているので、より自然に近

い、姿かたちのきれいな魚を増やすことができる。 

（「渓流魚の発眼卵放流の方法」より） 

 
     ヤマメ発眼卵放流イメージ図 

〇増殖方法として普及すべきもの 

産卵場造成は増殖指針に記載されていましたが、ウグ

イが主で、他の魚種では、あまり普及していませんでし

た。産卵場造成は、渓流の天然魚の増殖に以下のとおり

メリットがあり、発眼卵放流とともに普及すべきものと

考えています。 

・産卵場造成のメリット 

 渓流魚が産卵する場所は、主に水深が10～30㎝で、

水面が波立たないくらいの速さで流れている淵尻や瀬

の礫の川底です。そのような産卵に適した場所は川に

たくさんありそうですが、実は少ないものです。 

産卵場所は少なくなっています。堰堤やダムのため

に魚が遡上を阻害され、産卵場所までいけないという

現象も起きています。人の手で産卵場所をつくり、自

然繁殖を助けてあげようというのが人工産卵場の目的

です。人工産卵場の造成により、野性味のある、姿か

たちのきれいな魚を増やせます。 

  （「渓流魚の人工産卵場のつくり方」より） 

 

人工産卵場造成イメージ図 

 

〇当場の取組 

以下に記した増殖方法の効果調査を現在行っています。

今後、結果を皆様にお知らせします。 

① 人工産卵床造成調査 

イワナを対象に魚沼市奥只見地区の河川で、10月

に造成調査。11月に産卵状況調査を行う。 

② ヤマメ発眼卵放流調査 

ヤマメを対象に湯沢町の魚野川で、発眼卵1万粒

を用いて 11 月にバイバードボックスを含めて放流

実施。３月に残った死卵等からふ化率調査を行う。 

 
発眼卵放流箇所下流で採捕したヤマメ稚魚（R3.3.24 予備調査） 
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ニシキゴイ抗酸菌症～現在までの調査結果と今後の課題～ 

病理環境課 研究員 石 井 響 子 

結核という病気をご存じの方は多いと思います。

結核は結核菌によって発生する有名な感染症です。

実は、結核菌と系統的に近い種が原因となりニシキ

ゴイに被害を及ぼす感染症が存在します。それが抗

酸菌症です。 

抗酸菌症（非結核性抗酸菌症とも呼ぶ）は抗酸菌

という細菌を原因とする感染症です（写真１）。本症

は 1981 年秋から翌年春にかけて、県内の養鯉場で初

めて発生が確認されました。主な症状として、背こ

け、うきぶくろ後室の萎縮、腹水の貯留および内臓

諸器官の癒着が認められます（写真１）。 

当歳魚のみが発症するとされており、露地池から

越冬施設に収容したあと、秋から冬に死亡が確認さ

れることが多いです。 

では、ニシキゴイはいつどこで抗酸菌に感染して

いるのでしょうか？この疑問を解き明かすため、東

京海洋大学との共同研究により調査を行いました。

その結果、夏場に露地池で飼育している魚からも原

因菌が分離されたことから、越冬施設に収容する前

の夏季の露地池飼育時には感染が成立していること

が分かりました。 

 

写真１ 抗酸菌症を発症したニシキゴイ 

 

 本症の原因菌は抗酸菌であることは前述のとおり

ですが、抗酸菌とひと言で表してもその種類はいく

つも存在します。その中でもニシキゴイに病原性を

示し抗酸菌症の症状を引き起こすことが判明してい

る 菌 が Mycobacterium nonchromogenicum 、

Mycobacterium paragordnae 、 Mycolicibacterium 

cyprinidanae（東京海洋大学との調査で発見）の３種

です。これらの菌は病魚の腎臓を専用の培地に播種

することで分離することができます。また、

M.paragordnae については露地池の底泥からも分離

されています（写真２）。 

 

写真２ 分離した Mycobacterium paragordnae 

 

本症の治療には飼育水の昇温（30℃）が有効です

が、冬期間における昇温は経済的負担が大きいとい

う問題があります。また、薬剤投与による治療につ

いても、効果のある薬剤が判明している種は現時点

で M.paragordnae のみであり、他の抗酸菌種につい

ては有効薬剤が見つかっていない状況です。その他

にも、ニシキゴイに対して病原性を持つことは試験

で明らかにされていないものの、過去に病魚から分

離されている抗酸菌がいくつか発見されています。

一体、抗酸菌症を引き起こす原因菌は何種類存在し

ているのか？それぞれどんな薬剤が効くのか？種に

より分布に差があるのか？弱毒性、強毒性の違いは

あるのか？感染力は？…等、まだまだ不明点が多い

疾病です。 

今後当場では、抗酸菌症対策に関するこれらの課

題解決を目標に、複数種存在する抗酸菌の発生状況

や地域別の傾向、薬剤感受性等について、さらに調

査を進めていきたいと思います。 
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内水面水産試験場魚沼支場に赴任しました！ 
魚沼支場 研究員 中 川 至 

初めまして。令和４年４月

から新採用職員として内水面

水産試験場魚沼支場に配属さ

れました、中川至です。昨年

度までは東京海洋大学大学院

で、海洋生物の管理・保全を

考えるための数理モデルに関

する研究を行っていました。

出身は神奈川県横浜市です。社会人として働くこと、

新潟で暮らすこと、一人暮らしをすること、全てが

初めてで、手探りの日々を送っています。趣味は布

団で寝ることです。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

私が働いている魚沼支場は、魚沼市と南魚沼市の

市境近くに位置しています。このあたりは日本有数

の豪雪地帯で、冬には自分の背丈を超えるほど雪が

積もるそうです。私はまだ経験したことがなく、戦々

恐々としています。 

私の主な研究課題は、ミユキマスの安定生産に向

けた技術開発とマス類の生産性向上に関する研究で

す。ミユキマスとは、ニジマスとアメマスの交配に

よって得られるバイテク魚で、歯ごたえのある身質

が特徴です。また、成熟しないことにより一年を通

じて良い状態を保つことができるのも強みです。魚

沼地域では「魚沼美雪ます」という名前で販売され

ていますが、安定供給のためには成長速度の更なる

向上や奇形率の低減等が課題であり、研究に取り組

んでいるところです。 

 これらの研究を進めるには、研究に必要な魚を飼

育する必要があります。そのために魚の生産や飼育

管理を行うことも、私の主な業務内容です。採卵業

務など今までに経験のない仕事も多く、新鮮な気持

ちで業務に臨んでいます。 

これらのほかに、マス類の生産者への技術指導も

担当しています。現在、魚沼支場では、ミユキマス

の生産業務の一部を民間に移管するため、バイテク

技術を用いた生産技術を生産者の方々に指導してい

ます。その仕事の中で、生産者の方々からも多くの

ことを教わっています。 

初めての勤務は大変ではありますが、新潟県内水

面漁業の振興には、研究開発や地域貢献を重ねるこ

とが大事だと考えています。地域に少しでも貢献で

きるよう日々精進を重ねていきたいと思っていま

す。 

 

 
ニジマスの採卵作業に従事する筆者 

 

                                    

 

４ 

今年のノーベル生理学・医学賞は、過去に絶滅してしまった人類と現在の人類とが

交雑していたことを突き止め、人類の進化に関する研究において大きな貢献をした 
スバンテ・ペーボ博士が受賞しました。ペーボ博士は「研究を突き動かすのは好奇心」と言っています。

2018 年に同じくノーベル生理学・医学賞を受賞した本庶佑博士が「研究の原動力は何かを知りたいとい

う好奇心」と述べていたのを思い出し、超一流の研究者が同じ考えでいることに妙な納得感を持ちまし

た。また、本庶博士は「定説を信じない。常に疑いを持って本当はどうなんだろうという心を大切にす

る」とも発言しています。メディアは偏向、切取りなど正確性に欠ける情報で溢れかえっていますが、研

究者の端くれとして、好奇心と疑問に思う心を持ち続けていきたいと思います。 
ちなみに、ペーボ博士の著書「ネアンデルタール人は私たちと交配した」は、おすすめです。 

（編集委員 大江）

 
水声魚語 


